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自己紹介
＆
学校紹介

名前：佐藤 甲斐（さとうかい）

職業：中学校教諭（保健体育科）

勤務校：
広島県立広島叡智学園中学校・高
等学校（併設型中高一貫教育校）

特徴：

探究的な学びを推進する，離島（
大崎上島）にある全寮制の学校



本日の発表内容

① COVID-19を教材化した動機について

② COVID-19の教材化のプロセスについて

③ 単元の全体像とCOVID-19の位置付け

④ 生徒の授業に対する反応



① COVID-19を教材化した動機について

・休校期間中（３ヶ月間）のオンライン授業において体育ではなく保健の

授業を行なった。

・本校の特徴（全寮制）を踏まえると，感染症に対する生徒の理解と正し

い行動が必須であった。

・主体的な学びと実生活のつながりを重視した授業を目指す。

・教科の内容として感染症を取り扱うこと。



教科書での取り扱いについて

感染症予防の
有効な対策

過去の感染症に
対する諸外国の
取組

適切な予防

＋
健康維持



教科の目標との関連



② COVID-19の教材化のプロセスについて

設定

• 単元の総括的評価課題の設定（レポート）

• 探究テーマの設定「持続可能な社会の実現と人々の健康は，環境と社会シス
テム の相互作用により成り立つ。 」

分析
• 他教科とのつながり

• 数ある参考文献や資料（インターネットや本）の選定

開発
• 大単元の作成（１時間完結の授業ではない）

• 実生活に即したものにするための工夫



③ 単元の全体像とCOVID-19の位置付け
保健（中学校２年生）16単位時間

交通事故
の危険予
測と回避
(3h)

自然災害
による傷
害の防止
(3h)

感染症の
予防(4h) 

COVID

ストレス
の対処と
心の健康
(3h)

運動やスポー
ツが心身の発
達に与える効
果と安全
(3h)

Googlemap
を用いた交通
安全マップ

PTSDなど心
的リスクも考
慮した自助共
助公助のあり
方を議論

災害発生時，
あるいは発生
前後のリスク

地元の交通安
全上のリスク
や危険予測に
ついて

細菌・ウイル
スの拡がり方
，過去の感染
症と人類の歴
史
感染症予防啓
発動画の作成

コロナ禍のス
トレス状況や
関連して起こ
る心身の症状

心と体の関係
について現在
の状況とスト
レスレベルは
？

ストレス発散
に運動がもた
らす効果につ
いて検証

積極的なスト
レスの発散方
法について自
分なりの考え
をまとめる



まとめ

• 保健分野における感染症単元にCOVID-19を位置付け，単元作成

• 生徒の実生活（学校生活・寮生活）に生かすための授業展開を心がける

• 保健と体育とのつながりを重視し，生涯に渡って心身の健康を保持増進
するための資質・能力

• 指導にならない主体的な学びの実現



ご清聴ありがとうございました。


